青年部設立30周年を迎えるに当たって

　この度、我々青年部は設立30周年を迎えることが出来ました。これもひとえに親会役員ならびに会員様、また幾多の困難な壁や試練を乗り越えてここまでバトンを繋いでいただいた先輩諸兄の努力の賜物だと感謝いたしております。

　さて、各マスコミや新聞紙上によりますと景気指標は「上向き」また大手企業では大幅な雇用のアップなどと景気回復の兆しが見えるようですが我々中小零細企業を取り巻く外部環境はますます厳しくなるように感じられます。しかし、景気と経営は別物だと感じます、長引く不況のなかにある小さい会社でもお客様のニーズをしっかりとらえそれに独自の強さを重ねて多くの支持を得ている会社や職人さんがいます。そういう会社や人は世の中の時代の変化に合わせて「守るべき物は守り、変えていかなければならないものは大胆に変革」しています。
　ここ数年会員数も年々減少の一歩をたどっており、組合活動というものが大変難しくなってきました。そこで今こそ我々青年部もこの30周年を期に大きく進化していかなければならないと感じております。それにはやはり組合に所属されているそれぞれの事業所が「活性化」し、その輪を全国に広げていかなければなりません。先輩諸兄が築いてくれた伝統を、守るべき物は守り、変革すべきところは変革していき、「青年部会員の活性化」に向けて全力投球していき、次の40周年にバトンを繋げていきたいと思います。
　
第15代　青年部会長　淺田　知範
